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期課程では、美術における「パースペクティブ」の概念を軸に、境界が侵食し合い多様化する現代の彫刻
表現について考察した。  
提出作品３点は、いずれも木による造形をベースに、金属、テラコッタ、油土、プラスチック、また、
ビニール製品、壁紙、電飾など市販の既製品を使い作られている。 
「愛のさざなみ」は、外と室内、公とプライベート、柔らかい素材（油土）と木材など、表裏の関係性
を取り上げ、人の「見る・見られる」関係を裏返した空間構造を持つ作品だ。 
「オーシャンビュースタンド」では、商業的記号を再構築し物質化することを試みている。桃源郷をイ
メージした風景彫刻であるが、素材や技術をあえてラフに扱い、奥行きのない平坦な印象に仕上げている。 
「モンスターピース」は、チェスやトレーディングカードゲームの駒をイメージして作られた。要素の
属性や特性を一度分解、モジュール化し、パレルゴンも作品の成立要件として再構成した。 
いずれの作品も、一見してポップで速度感があり、直感的、即効的に構造化された印象だが、論文内容
と比較して見ると制作の意図が明解になる。彫刻論のみならず、映画、漫画、ゲームなどのサブカルチャ
ー的なジャンルを縦横に網羅しながら、意味の引用、組み替えによって成立していることが理解できる。 
論文「彫刻表現をめぐるパースペクティブ」では、まず素材（木）から表現（像）へと移行する変化の
幅を、「彫る・刻む」ことで得られるグラデーション的な変化と、「立ち上げる」といった原始的な行為に
よる意味と場の関係性の転換、異化との違いに着目、比較する。中世の祭壇画を例に、絵画、建築、彫刻
の要素が一体となり、領域の曖昧な表現を解体し考察する。彫刻における台座、パレルゴンの位置付けに
ついて論じ、さらに一度解体された諸要素をモジュール化したパーツとして捉え、それらが再統合され彫
刻表現となって成立するメカニズムについて述べる。 
作者の言う「パースペクティブ」とは、絶え間無く連続する視点や網目状に広がる曖昧な領域に、異な
る関係軸を交錯させ、分解、接合する判断の視座と言える。そこにモジュール化の概念を導入し要素を再
統合することで、彫刻は制度から解放され、取り替え可能な反復性と連続性を獲得しながら新たなパース
ペクティブを提示していく。作者の作品は、従来のアッサンブラージュ、シミュラークルの概念を継承し
ながら、モジュール化という独自の方法論を基に、分解、再統合を繰り返すことにより意味や内面性が引
き剥がされ、オブジェに限りなく接近した秀逸な彫刻作品となっている。 
作品、論文とも作者が彫刻表現の可能性に真摯に取り組んだ優れた研究成果であり、博士の基準を満た
すものと審査委員全員が認め合格とした。 
